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建学の精神「世界文化に技術で貢献する」

ニュースガイド
２面　木村さん優秀講演賞／濱田さ
　　　ん再び最優秀賞／藤井准教授
　　　に竸基弘賞／勝浦市とも連携
　　　協定／知財技能検定で本学が
　　　全国１位
３面　「CanguRo」スミソニアンに展
　　　示／福島復興シンポで古田所
　　　長語る／佐藤上席研究員が巨
　　　大隕石衝突の証拠語る
４面　ＢtoＢ企業「テクサス」本学
　　　で開く／８大学合同で介護ロ
　　　ボ作り／未来人「谷田川篤嗣
　　　さん」

　
三
笠
宮
家
の
彬あ

き

子こ

女
王
殿

下
が
昨
年
12
月
18
日
、
津
田

沼
キ
ャ
ン
パ
ス
を
訪
れ
、
惑

星
探
査
研
究
セ
ン
タ
ー
（
Ｐ

Ｅ
Ｒ
Ｃ
）
の
施
設
や
、
未
来

ロ
ボ
ッ
ト
技
術
研
究
セ
ン
タ

ー
（
ｆ
ｕ
Ｒ
ｏ
）
の
最
先
端

ロ
ボ
ッ
ト
、
本
学
と
千
葉
銀

行
が
共
同
で
開
設
し
た
「
千

葉
工
大
ひ
ま
わ
り
保
育
園
」

な
ど
を
視
察
さ
れ
た
。

　
昨
年
９
月
、
ト
ル
コ
・
ア

ナ
ト
リ
ア
地
方
の
考
古
学
・

文
化
・
歴
史
に
関
す
る
研
究

活
動
を
支
援
し
て
い
る
三
笠

宮
記
念
財
団
の
総
裁
に
彬
子

女
王
殿
下
が
就
任
さ
れ
た
の

を
祝
う
式
典
が
イ
ス
タ
ン
ブ

ー
ル
県
の
博
物
館
で
行
わ

れ
、
本
学
か
ら
瀬
戸
熊
修
理

事
長
と
松
井
孝
典
Ｐ
Ｅ
Ｒ
Ｃ

所
長
が
出
席
し
た
。

　
Ｐ
Ｅ
Ｒ
Ｃ
は
、
中
央
ア
ナ

ト
リ
ア
で
１
万
年
の
人
類
の

歴
史
が
詰
ま
っ
て
い
る
カ
マ

ン
・
カ
レ
ホ
ユ
ッ
ク
遺
跡
の

発
掘
調
査
を
し
て
い
る
ア
ナ

ト
リ
ア
考
古
学
研
究
所
と
共

同
研
究
を
行
っ
て
い
る
。
式

典
で
は
同
研
究
所
の
大
村
幸

弘
所
長
が
彬
子
女
王
殿
下
に

瀬
戸
熊
理
事
長
と
松
井
所
長

を
紹
介
。
今
回
の
ご
訪
問
の

き
っ
か
け
に
な
っ
た
。

　
三
笠
宮
家
は
、
彬
子
女
王

殿
下
の
祖
父
の
崇た

か

仁ひ
と

親
王
殿

下
が
ア
ナ
ト
リ
ア
考
古
学
研

究
所
の
属
す
る
中
近
東
文
化

セ
ン
タ
ー
の
設
立
を
発
意
。

ま
た
父
の
寛と

も

仁ひ
と

親
王
殿
下
が

同
研
究
所
の
建
設
に
尽
力
す

る
な
ど
、
３
代
に
渡
っ
て
ト

ル
コ
と
深
い
関
係
を
続
け
て

い
る
。
彬
子
女
王
殿
下
自
身

は
英
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大

で
博
士
号
を
取
得
し
、
学
者

と
し
て
も
幅
広
く
活
躍
さ
れ

て
い
る
。

　
18
日
、
津
田
沼
キ
ャ
ン
パ

ス
１
号
館
の
正
面
玄
関
に
車

で
到
着
さ
れ
た
彬
子
女
王
殿

下
は
、
瀬
戸
熊
理
事
長
の
先

導
で
Ｐ
Ｅ
Ｒ
Ｃ
の
高
速
衝
突

実
験
室
や
メ
テ
オ
運
用
室
、

火
星
環
境
模
擬
チ
ャ
ン
バ
ー

な
ど
を
松
井
所
長
の
説
明
で

視
察
。
１
号
館
20
階
で
は
ｆ

ｕ
Ｒ
ｏ
の
ロ
ボ
ッ
ト
に
関
す

る
古
田
貴
之
所
長
の
説
明
に

興
味
深
そ
う
に
耳
を
傾
け
ら

れ
て
い
た
。

　
ま
た
、
学
内
を
移
動
の
際

は
、
普
段
１
号
館
１
階
に
展

示
さ
れ
て
い
る
１
９
３
１
年

製
Ａ
型
フ
ォ
ー
ド
の
助
手
席

に
座
っ
て
、
珍
し
い
ク
ラ
シ

ッ
ク
カ
ー
体
験
を
お
楽
し
み

に
な
っ
た
。

平成31年度入学試験　学科別志願者数

学部 学科
センター利用試験

　(前期)
Ａ日程試験

31年度 前年度 31年度 前年度

工学部

機械工学科 2,376 1,991 2,267 2,162
機械電子創成工学科 1,715 1,427 1,652 1,620
先端材料工学科 1,678 1,360 1,595 1,489
電気電子工学科 2,009 1,761 1,956 1,869
情報通信システム工学科 2,075 1,727 2,028 1,844
応用化学科 1,513 1,235 1,343 1,265

創造工学部
建築学科 2,038 1,706 1,926 1,750
都市環境工学科 1,712 1,406 1,679 1,493
デザイン科学科 1,646 1,397 1,630 1,539

先進工学部
未来ロボティクス学科 2,014 1,621 1,924 1,721
生命科学科 1,327 1,125 1,188 1,159
知能メディア工学科 1,937 1,670 1,808 1,694

情報科学部
情報工学科 2,557 2,156 2,433 2,197
情報ネットワーク学科 2,116 1,769 2,061 1,927

社会システム
科学部

経営情報科学科 1,351 1,031 1,346 1,174
プロジェクトマネジメント学科 1,263 911 1,254 1,118
金融・経営リスク科学科 1,162 852 1,174 999
全志願者数 30,489 25,145 29,264 27,020

　

彬
子
女
王
殿
下
が
本
学
へ

研
究
セ
ン
タ
ー
な
ど
ご
視
察㊤ HallucⅡxを操縦さ

　れる彬子女王殿下

㊦瀬戸熊理事長と

本学志願者 続伸
31年度入試

　
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験

（
１
月
19
、
20
日

土
、
日

曜
日
）
を
皮
切
り
に
、
入
試

シ
ー
ズ
ン
が
始
ま
っ
た
。
本

学
も
セ
ン
タ
ー
試
験
を
利
用

し
て
入
学
志
願
者
の
合
否
を

決
め
る
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー

利
用
入
学
試
験
を
実
施

写

真
。
今
年
度
の
本
学
会
場
で

は
受
験
生
１
９
９
０
人
を
受

け
入
れ
、
両
日
と
も
試
験
は

順
調
に
終
了
し
た
。

　
今
年
の
セ
ン
タ
ー
試
験
の

志
願
者
数
は
全
国
で
約
57
万

６
千
人
。
昨
年
の
58
万
３
千

人
か
ら
７
千
人
減
少
し
た

中
、
本
学
セ
ン
タ
ー
利
用
入

試（
前
期
）の
志
願
者
は
３
万

４
８
９
人
で
、
昨
年
よ
り
５

３
４
４
人
上
回
り
、
過
去
最

多
の
志
願
者
が
集
ま
っ
た
。

　
続
い
て
Ａ
日
程
入
学
試
験

が
１
月
31
日（
木
）か
ら
４
日

間
、
本
学
試
験
場
と
16
の
学

外
試
験
場
（
１
月
31
日
、
２

月
１
日
）
で
実
施
さ
れ
た
。

出
願
受
け
付
け
開
始
か
ら
間

も
な
く
、
東
京
（
東
京
ス
カ

イ
ツ
リ
ー
タ
ウ
ン
キ
ャ
ン
パ

ス
）、高
崎
、大
宮
、横
浜
と
４

会
場
が
次
々
に
定
員
を
満
た

し
、
他
の
全
国
の
会
場
で
も

志
願
者
増
に
フ
ル
稼
働
で
対

応
す
る
結
果
と
な
っ
た
。

　
試
験
日
は
１
日
目
終
了
後

の
夜
半
に
わ
ず
か
な
降
雪
が

あ
っ
た
が
、
そ
れ
以
外
は
好

天
に
恵
ま
れ
、
大
き
な
ト
ラ

ブ
ル
も
な
く
終
了
。
今
年

度
、
Ａ
日
程
志
願
者
数
は
２

万
９
２
６
４
人
で
、
昨
年
を

２
２
４
４
人
上
回
り
、
こ
ち

ら
も
過
去
最
多
の
志
願
者
が

集
ま
っ
た
。

　
志
願
者
増
の
要
因
は
、
本

学
の
研
究
成
果
な
ど
が
高
く

評
価
さ
れ
た
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
る
。
特
に
地
方
部
で
は
18

歳
人
口
の
減
少
が
顕
著
に
な

っ
て
き
た
中
、
本
学
は
地
方

部
で
も
志
願
者
が
増
え
て
お

り
、
全
国
的
な
知
名
度
ア
ッ

プ
が
う
か
が
え
る
。
ま
た
昨

年
１
年
間
、
本
学
の
取
り
組

み
が
テ
レ
ビ
・
新
聞
な
ど
に

数
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ

と
も
大
き
い
。

　
未
来
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
研
究

セ
ン
タ
ー
（
ｆ
ｕ
Ｒ
ｏ
）
と

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
の
次
世
代
ロ

ボ
ッ
ト
掃
除
機
の
コ
ン
セ
プ

ト
モ
デ
ル
共
同
開
発
や
、
惑

星
探
査
研
究
セ
ン
タ
ー
（
Ｐ

Ｅ
Ｒ
Ｃ
）
で
開
発
さ
れ
「
は

や
ぶ
さ
２
」
に
搭
載
さ
れ
た

さ
ま
ざ
ま
な
観
測
機
器
が
小

惑
星
「
リ
ュ
ウ
グ
ウ
」
に
到

着
。
今
後
の
調
査
活
動
で
の

活
躍
が
期
待
さ
れ
る
な
ど
、

今
年
度
も
大
き
な
話
題
が
多

か
っ
た
。

　
ほ
か
に
も
学
生
た
ち
が
活

躍
し
、
ロ
ボ
カ
ッ
プ
世
界
大

会
２
０
１
８（
カ
ナ
ダ
）で
テ

ク
ニ
カ
ル
チ
ャ
レ
ン
ジ
７
連

覇
を
成
し
遂
げ
た
▽
本
学
の

研
究
成
果
を
広
く
発
信
し
て

い
る
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
タ

ウ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の
来
場
者

が
80
万
人
を
突
破
▽
大
学
で

は
初
め
て
と
な
る
一
般
入
試

ネ
ッ
ト
出
願
受
け
付
け
が
前

日
ま
で
可
能
｜
｜
な
ど
、
千

葉
工
大
の
積
極
的
な
取
り
組

み
が
志
願
者
を
集
め
る
こ
と

に
つ
な
が
っ
た
と
み
ら
れ
て

い
る
。

「
知
名
度
全
国
に
」セ
ン
タ
ー
利
用
、

Ａ
日
程
と
も
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名
で
発
表
し
た
「
Ａ
Ｆ
Ｍ
に

よ
る
光
フ
ァ
イ
バ
端
面
の
ナ

ノ
・
マ
イ
ク
ロ
加
工
　
第
７

報
｜
シ
リ
カ
、
セ
リ
ア
、
ジ

ル
コ
ニ
ア
触
針
に
よ
る
加
工

の
検
討
｜
」
が
、
10
月
25
日

の
審
査
委
員
会
で
優
秀
講
演

賞
に
決
ま
っ
た
。

　
松
井
教
授
の
研
究
室
で

は
、
試
料
表
面
を
原
子

レ
ベ
ル
で
観
察
で
き
る

Ａ

Ｆ

Ｍ
（Atomic 

Force 

Microscope

原
子
間
力
顕

微
鏡
）
に
よ
る
ナ
ノ
加
工
を

使
い
、
加
工
技
術
の
原
理
を

追
究
し
て
い
る
。

　
木
村
さ
ん
は
、
Ａ
Ｆ
Ｍ
触

針
を
砥
粒
（
対
象
を
削
り
磨

く
ナ
ノ
ス
ケ
ー
ル
の
切
れ

刃
）
に
見
立
て
、
触
針
材
質

に
シ
リ
カ
、
セ
リ
ア
、
ジ
ル

コ
ニ
ア
な
ど
を
使
っ
て
石
英

製
の
光
フ
ァ
イ
バ
ー
端
面
に

ナ
ノ
・
マ
イ
ク
ロ
ス
ク
ラ
ッ

チ
加
工
を
試
み
た
。

　
光
フ
ァ
イ
バ
ー
端
面
の
反

射
減
衰
量
で
加
工
ダ
メ
ー
ジ

の
深
さ
を
測
り
、
触
針
先
端

の
摩
耗
量
を
算
出
、
ス
ク
ラ

ッ
チ
加
工
量
と
比
較
し
、
研

磨
加
工
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
迫

っ
た
。

　
多
く
の
条
件
下
で
実
験
し

た
の
で
、
デ
ー
タ
を
並
べ
た

だ
け
で
は
分
か
り
づ
ら
く
、

発
表
の
仕
方
に
苦
心
し
た
と

い
う
。

　
木
村
さ
ん
は
「
普
段
の
研

究
の
成
果
が
評
価
さ
れ
、
大

変
光
栄
に
思
い
ま
す
。
指
導

の
松
井
教
授
や
、
助
言
を
頂

い
た
先
輩
方
、
友
人
た
ち
に

感
謝
し
ま
す
」
と
述
べ
た
。

　
日
本
設
計
工
学
会
の
２
０

１
９
年
会
誌
・
表
紙
デ
ザ
イ

ン
コ
ン
テ
ス
ト
で
、
濱
田
有

希
さ
ん
（
未
来
ロ
ボ
テ
ィ
ク

ス
専
攻
１
年
、
太
田
祐
介
研

究
室

写
真
下
）
の
作
品
が

審
査
10
件
中
の
最
優
秀
賞
に

選
ば
れ
た
。
会
誌
は
毎
月
発

行
で
、
作
品
は
１
年
間
使
わ

れ
、
早
速
、
１
月
号
「
ロ
ボ

ッ
ト
　
陸
・
海
・
空
・
未

来
」
特
集
の
表
紙
を
飾
っ
た

同
上
。
濱
田
さ
ん
は
17
年

に
も
同
賞
を
受
賞
し
て
お
り

２
回
目
。

　
今
年
の
表
紙
は
、
も
の
づ

く
り
の
設
計
か
ら
製
作
ま
で

の
流
れ
を
、
日
本
設
計
工
学

会
（Japan 

Society 
for 

Design Engineering

）
の

略
称
Ｊ
Ｓ
Ｄ
Ｅ
の
文
字
順
に

並
べ
、
Ｊ
　
作
り
た
い
も
の

を
構
想
す
る
↓

Ｓ
　製
図
台

で
図
面
を
描
く
↓

Ｄ
　フ
ラ

イ
ス
盤
で
加
工
す
る
↓
Ｅ

　完
成
、
と
研
究
室
の
活
動

風
景
を
表
現
し
た
。

　
所
属
す
る
太
田
研
に
は
、

個
々
の
研
究
机
に
加
え
て
、

工
作
機
械
が
置
か
れ
た
加
工

ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
、
研
究
室

１
部
屋
で
も
の
づ
く
り
が
完

結
す
る
様
子
か
ら
、
今
回
の

イ
ラ
ス
ト
を
思
い
つ
い
た
と

い
う
。

　
例
年
、
Ｃ
Ａ
Ｄ
で
デ
ザ
イ

ン
し
た
表
紙
が
多
か
っ
た
が

濱
田
さ
ん
は
、
よ
り
親
し
ん

で
も
ら
え
る
よ
う
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ

に
指
で
描
き
、
輪
郭
を
適
度

に
揺
ら
し
て
堅
苦
し
さ
を
な

く
し
た
。
フ
ラ
イ
ス
盤
の
角

度
や
部
屋
の
奥
行
き
な
ど
、

全
体
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
る

よ
う
苦
心
し
た
と
い
う
。

　
濱
田
さ
ん
は
「
１

月
号
は
内
容
も
と

っ
つ
き
や
す
く
、
学

会
誌
を
読
ん
だ
こ

と
の
な
い
学
生
に

も
読
み
や
す
い
と

思
う
の
で
、
ぜ
ひ
読

ん
で
い
た
だ
き
た

い
で
す
」
と
語
っ
て

い
る
。

親
し
み
や
す
い
学
会
誌
表
紙

●
　濱
田
さ
ん

再
び
最
優
秀
賞

　
砥
粒
加
工
学
会
の
２
０
１

８
年
度
学
術
講
演
会
（
昨
年

８
月
末
、
金
沢
市
の
金
沢
大

・
角
間
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開

催
）
で
、
木
村
賢け

ん

之の

心し
ん

さ
ん

（
機
械
サ
イ
エ
ン
ス
専
攻
修

士
２
年
、
松
井
伸
介
研
究
室

写
真
）
が
松
井
教
授
と
連

Ａ
Ｆ
Ｍ
で
加
工
原
理
を
追
究

●
　木
村
さ
ん
優
秀
講
演
賞

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
・
国
際
レ
ス

キ
ュ
ー
シ
ス
テ
ム
研
究
機
構

（
Ｉ
Ｒ
Ｓ
）
が
顕
彰
す
る
２

０
１
８
年
度
（
第
14
回
）
竸

き
そ
い

基も
と

弘ひ
ろ

賞
学
術
業
績
賞
に
、
藤

井
浩
光
・
未
来
ロ
ボ
テ
ィ
ク

ス
学
科
准
教
授

写
真

が

選
ば
れ
、
１
月
11
日
、
ふ
た

ば
学
舎
（
神
戸
市
長
田
区
）

で
授
賞
式
が
あ
っ
た
。「
イ

ン
フ
ラ
自
動
点
検
の
た
め
の

ロ
ボ
ッ
ト
診
断
シ
ス
テ
ム
の

研
究
開
発
」
に
対
し
て
で
、

次
世
代
防
災
技
術
・
レ
ス
キ

ュ
ー
シ
ス
テ
ム
の
研
究
開
発

に
功
績
が
あ
っ
た
と
し
て
い

る
。

　
藤
井
准
教
授
は
、
社
会
イ

ン
フ
ラ
の
点
検
を
ロ
ボ
ッ
ト

で
自
動
化
す
る
研
究
に
取
り

組
み
①
打
音
な
ど
音
響
信
号

を
主
と
す
る
マ
ル
チ
モ
ー
ダ

ル
情
報
を
用
い
た
構
造
物
の

自
動
診
断
シ
ス
テ
ム
②
ロ
ボ

ッ
ト
遠
隔
操
作
の
た
め
の

映
像
提
示
法
｜
｜
を
構
築
し

た
。

　
①
で
は
、
集
団
学
習
を
用

い
た
診
断
器
の
生
成
ア
ル
ゴ

リ
ズ
ム
を
独
自
に
構
築
し
、

診
断
器
の
自
動
校
正
、
構
造

物
の
劣
化
状
態
の
推
定
、
ひ

び
割
れ
の
侵
入
方
向
の
推
定

な
ど
の
課
題
を
解
決
。
②
で

は
、
例
え
ば
過
酷
な
点
検
現

場
で
遠
隔
操
作
ロ
ボ
ッ
ト
を

レ
ス
キ
ュ
ー
分
野
へ
の
貢
献
で

●
　藤
井
准
教
授
に「
竸
基
弘
賞
」

支
援
す
る
た
め
、
映
像
遮
蔽

領
域
を
透
視
可
能
な
半
隠
消

映
像
提
示
シ
ス
テ
ム
な
ど
を

提
案
。
こ
れ
ら
は
災
害
対
応

ロ
ボ
ッ
ト
の
遠
隔
作
業
や
無

人
建
機
に
よ
る
施
工
に
適
用

可
能
と
し
て
い
る
。

　
藤
井
准
教
授
は
東
京
大
大

学
院
工
学
系
研
究
科
特
任
講

師
か
ら
昨
年
４
月
、
本
学
に

着
任
。
魚
眼
ス
テ
レ
オ
カ
メ

ラ
か
ら
得
ら
れ
る
全
天
周
時

系
列
画
像
を
用
い
た
オ
ー
ロ

ラ
の
３
次
元
計
測
技
術
や
、

ロ
ボ
ッ
ト
遠
隔
操
作
の
た
め

の
映
像
提
示
技
術
、
構
造
物

の
自
動
診
断
シ
ス
テ
ム
な
ど

の
開
発
で
数
々
の
受
賞
歴
が

あ
る
。

　
藤
井
准
教
授
は
「
素
晴
ら

し
い
賞
を
頂
け
光
栄
で
す
。

ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
様
に

感
謝
す
る
と
と
も
に
、
得
ら

れ
た
知
見
・
技
術
を
発
展
さ

せ
、
レ
ス
キ
ュ
ー
分
野
お
よ

び
社
会
に
貢
献
で
き
る
よ
う

に
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
」
と
コ
メ
ン
ト
し
た
。

　
Ｉ
Ｒ
Ｓ
は
、
災
害
対
応
に

先
端
技
術
を
生
か
そ
う
と
、

産
官
学
民
の
研
究
者
ら
が
集

ま
っ
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
組
織
。
竸
基

弘
賞
は
、
阪
神
淡
路
大
震
災

で
亡
く
な
っ
た
神
戸
大
大
学

院
生
・
竸
基
弘
さ
ん
を
し
の

び
、
レ
ス
キ
ュ
ー
シ
ス
テ
ム

の
研
究
開
発
に
貢
献
し
た
若

手
研
究
者
ら
を
顕
彰
し
よ
う

と
２
０
０
５
年
に
開
始
さ
れ

た
。

　
本
学
は
１
月
29
日
、
勝
浦

市
と
包
括
的
連
携
協
定
を
締

結
し
た
。
千
葉
県
内
で
同
様

の
協
定
を
締
結
し
た
自
治
体

は
習
志
野
市
、
浦
安
市
、

御
宿
町
（
以
上
２
０
１
４

年
）、
千
葉
市
、
香
取
市（
同

16
年
）、
船
橋
市
、
市
川
市

（
同
18
年
）
に
続
い
て
８
番

目
。
本
学
が
積
極
的
に
進
め

て
い
る
「
地
域
社
会
と
の
共

生
」
が
さ
ら
に
前
進
し
た
。

　
勝
浦
市
と
は
、
閉
校
と
な

っ
た
小
学
校
施
設
の
再
利
用

に
つ
い
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

で
提
言
し
た
り
、
同
市
小
学

生
を
対
象
に
小
学
校
で
の
星

空
観
測
会
を
開
催
し
た
り
し

て
、
関
係
を
深
め
て
き
た
。

　
同
市
は
人
口
減
少
時
代
に

直
面
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

を
解
決
す
る

た
め
、
情
報

通
信
な
ど
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー

の
活
用
を
挙

げ
、
相
互
の

連
携
強
化
に

期
待
し
て
い

る
。

　
勝
浦
市
役

所
で
行
わ
れ

た
締
結
式
で

は
、
教
育
用

の
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
１
２

５
台
が
寄
贈
さ
れ
、
猿
田
寿

男
市
長
は
「
児
童
生
徒
、
教

職
員
へ
の
導
入
は
も
ち
ろ

ん
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
授
業

な
ど
情
報
教
育
に
対
し
通
信

技
術
の
活
用
が
広
が
り
、
さ

ま
ざ
ま
な
面
で
の
連
携
を
期

待
し
て
い
る
」
と
話
し
た
。

瀬
戸
熊
理
事
長
は
同
市
出
身

で
「
今
回
の
協
定
締
結
は
心

か
ら
喜
ば
し
い
こ
と
」
と
あ

い
さ
つ
。
２
代
目
理
事
長
の

森
暁
氏
も
勝
浦
市
出
身
だ
っ

た
こ
と
に
も
触
れ
、「
本
学

の
最
先
端
の
科
学
技
術
と
学

科
が
も
つ
知
財
を
生
か
し
、

貢
献･

協
力
し
て
い
き
た

い
」
と
力
強
く
応
じ
た
。

勝
浦
市
と
も
連
携
協
定

　
昨
年
11
月
に
行
わ
れ
た
国

家
試
験
「
知
的
財
産
管
理
技

能
検
定
３
級
」
で
、
本
学
の

合
格
率
は
過
去
最
高
の
81
・

６
％
に
達
し
、
合
格
者
数
全

国
１
位
と
な
っ
た
。
こ
の
好

成
績
の
背
景
に
は
、
近
年
の

本
学
の
ブ
ラ
ン
ド
力
上
昇
に

伴
う
学
生
た
ち
の
学
力
や
勉

学
意
欲
、
行
動
力
の
向
上
が

あ
る
と
分
析
さ
れ
て
い
る
。

　
同
検
定
３
級
の
受
検
常
連

校
に
は
早
稲
田
、
東
洋
、
近

畿
、
日
本
、
大
阪
工
大
な
ど

が
名
を
連
ね
て
お
り
、
知
的

財
産
学
部
を
設
け
て
い
る
大

学
も
あ
る
。
ま
た
、
高
校
・

高
専
、
専
門
学
校
生
と
一
般

人
も
受
検
す
る
が
、
今
回
の

平
均
合
格
率
は
約
65
％
だ
っ

た
。

　集
中
講
座
　実
を
結
ぶ

　
本
学
は
同
検
定
の
受
検
希

望
者
（
大
学
院
生
を
含
む
全

学
年
）
を
対
象
に
、
11
月
の

検
定
試
験
前
の
２
カ
月
間
、

集
中
的
な
対
策
講
座
を
実
施

し
て
い
る
。
外
部
の
優
秀
な

専
門
家
を
講
師
に
招
い
て
、

２
回
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
と
週
１

回
１
８
０
分
（
２
コ
マ
）
の

講
義
６
回
で
構
成
さ
れ
、
受

講
料
は
大
学
負
担
。「
必
！

合
格
」
を
合
言
葉
に
し
た
手

厚
い
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
特
長

だ
。

　
こ
の
講
座
の
外
部
講
師
か

ら
も
「
千
葉
工
大
の
受
講
生

の
集
中
力
に
は
圧
倒
さ
れ

る
」
と
い
っ
た
声
が
聞
こ
え

て
く
る
。

　
就
職
・
進
路
支
援
部
の
福

江
聡
部
長
は
「
前
向
き
で
行

動
力
の
あ
る
学
生
諸
君
が
こ

ぞ
っ
て
本
学
に
入
学
し
て
く

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が

大
き
い
。
集
中
し
て
勉
強
し

て
国
家
資
格
を
取
っ
た
と
い

う
自
信
は
、
自
ら
の
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
に
直
結
す
る
。
意
欲

の
あ
る
諸
君
は
奮
っ
て
こ
の

検
定
に
挑
戦
し
て
ほ
し
い
」

と
話
し
て
い
る
。

●

知
財
技
能
検
定
で
本
学

合
格
81
％
超
、全
国
１
位

握手する瀬戸熊理事長(左)と猿田寿男勝浦市長
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建学の精神「世界文化に技術で貢献する」

　
未
来
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
研
究

セ
ン
タ
ー
（
ｆ
ｕ
Ｒ
ｏ
）

が
開
発
し
た
ロ
ボ
ッ
ト
か

ら
乗
り
物
へ
と
自
動
変
形

す
る
次
世
代
モ
ビ
リ
テ
ィ

ー
「CanguRo

（
カ
ン
グ
ー

ロ
）」
が
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

の
名
門
博
物
館

「
ク
ー
パ
ー
・
ヒ

ュ
ー
イ
ッ
ト
・
ス

ミ
ソ
ニ
ア
ン
・
デ

ザ
イ
ン
・
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
（Cooper 

H
e
witt, Smith

sonian 
Design 

Museum

）」
の
企

画
展
「
こ
れ
か
ら

の
道
〜
モ
ビ
リ
テ

ィ
ー
再
考
（The 

Road Ahead: Re

imagining 
Mobility

）」

に
展
示
さ
れ
て
い
る
（
３
月

末
ま
で
の
予
定
）。
　

　
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
工
科

大
な
ど
米
国
内
、
フ
ラ
ン
ス

の
ル
ノ
ー
な
ど
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

か
ら
の
出
展
と
並
ん
で
、

㊤展示されたCanguRo(手前)。「美しい！」と観客の目をくぎ付け＝Photo by Scott Rudd Associates
㊨クーパー・ヒューイット・スミソニアン・デザイン・ミュージアムの外観

日
本
か
ら
は
「CanguRo

」

と
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
が
２
０

１
３
年
に
発
表
し
た
ユ
ニ
ー

ク
な
ス
タ
イ
ル
の
３
輪
電
気

自
動
車
が
出
展
。

　
合
わ
せ
て
40
点
の
総
展
示

は
、
い
ず
れ
も
デ
ザ
イ
ン
の

歴
史
に
残
る
「
デ
ザ
イ
ン
性

の
高
さ
」
を
視
点
に
選
ば
れ

た
モ
ビ
リ
テ
ィ
ー
ば
か
り
。

な
か
で
も
「
ス
マ
ー
ト
ス
ク

ー
タ
ー
」
の
キ
ャ
ッ
チ
で
、

「
山
中
俊
治
氏
デ
ザ
イ
ン
×

ｆ
ｕ
Ｒ
ｏ
制
作
」
の
「
人
が

乗
れ
る
３
輪
の
人
工
知
能
ロ

ボ
ッ
ト
」
と
紹
介
さ
れ
て
い

る
「CanguRo

」
は
、
観
客

の
一
段
と
熱
い
視
線
を
浴
び

て
い
る
。

　「
ク
ー
パ
ー
・
ヒ
ュ
ー
イ

ッ
ト
・
ス
ミ
ソ
ニ
ア
ン
・
デ

ザ
イ
ン
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」

は
ア
メ
リ
カ
の
鉄
鋼
王
、
ア

ン
ド
リ
ュ
ー
・
カ
ー
ネ
ギ
ー

が
か
つ
て
住
ん
で
い
た
豪
邸

を
改
装
し
た
も
の
。
食
器
、

装
飾
品
、
家
具
な
ど
数
十
万

点
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
保
有

し
、
デ
ザ
イ
ン
博
物
館
と
し

　
岐
阜
県
坂さ

か

祝ほ
ぎ

町
の
木
曽
川

流
域
の
地
層
か
ら
、
２
億
１

５
０
０
万
年
前
の
巨
大
隕
石

衝
突
の
証
拠
で
あ
る
イ
ジ
ェ

ク
タ
層
を
発
見
し
た
次
世
代

海
洋
資
源
研
究
セ
ン
タ
ー

（ORCeNG

）
の
佐
藤
峰ほ

南な
み

上

席
研
究
員
が
１
月
13
日
、
東

京
都
江
東
区
の
日
本
科
学
未

来
館
で
の
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ

ン
に
出
演
。
集
ま
っ
た
親
子

連
れ
な
ど
に
発
見
の
経
緯
な

ど
研
究
の
成
果
を
紹
介
し

た
。

　
２
０
１
３
年
に
佐
藤
上
席

研
究
員
が
発
見
し
た
イ
ジ
ェ

ク
タ
層
は
世
界
で
３
例
目
。

恐
竜
の
先
祖
で
あ
る
「
恐
竜

形
類
」
が
繁
栄
し
て
い
た
三

畳
紀
後
期
、
推
定
直
径
が
最

大
８
㌔
も
あ
る
隕
石
が
地
球

に
衝
突
し
た
際
に
巻
き
上
げ

ら
れ
た
物
質
が
堆
積
し
て
で

き
た
地
層
だ
。
衝
突
の
規
模

は
６
６
０
０
万
年
前
に
恐
竜

を
絶
滅
さ
せ
た
隕
石
（
直
径

10
〜
15
㌔
）
衝
突
に
次
ぐ
と

考
え
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
の
隕
石
衝
突
で
巻
き
上

げ
ら
れ
た
物
質
は
、
地
球
上

の
大
陸
の
形
成
過
程
か
ら
考

え
て
、
日
本
列
島
に
堆
積
す

る
地
層
の
ど
こ
か
に
必
ず
残

っ
て
い
る
は
ず
だ
と
考
え
た

佐
藤
上
席
研
究
員
ら
は
、
三

畳
紀
後
期
の
地
層
が
何
層
に

も
横
倒
し
に
な
っ
て
地
表
に

現
れ
て
い
る
木
曽
川
流
域
に

着
目
。

　
川
岸
に
重
な
っ
て
い
る
地

層
か
ら
１
層
ご
と
に
サ
ン
プ

ル
を
取
り
、
イ
ジ
ェ
ク
タ
層

に
特
有
の
２
種
類
の
粒
子
が

含
ま
れ
て
い
な
い
か
、
顕
微

鏡
で
観
察
す
る
と
い
う
気
の

遠
く
な
る
よ
う
な
作
業
を
２

年
間
に
渡
っ
て
続
け
た
。
そ

の
結
果
、
目
指
す
２
種
類
の

粒
子
が
集
ま
っ
て
い
る
粘
土

層
を
発
見
。

　
そ
こ
か
ら
採
集
し
た
粒
子

を
含
む
粘
土
層
を
化
学
分
析

し
た
結
果
、
隕
石
衝
突
の
地

球
化
学
的
マ
ー
カ
ー
と
な
る

元
素
が
他
の
地
層
の
１
０
０

倍
も
濃
集
し
て
い
る
こ
と
が

分
か
り
、
そ
の
地
層
が
イ
ジ

ェ
ク
タ
層
で
あ
る
こ
と
を
確

認
し
た
と
い
う
。

　
そ
れ
で
は
、
２
億
１
５
０

０
万
年
前
の
巨
大
隕
石
衝
突

で
は
ど
ん
な
生
物
の
絶
滅
が

起
き
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
佐
藤
上
席
研
究
員
の
一
連

の
研
究
で
、
こ
の
隕
石
衝
突

の
前
後
で
プ
ラ
ン
ク
ト
ン
な

ど
海
洋
の
生
態
系
に
大
き
な

変
化
が
起
き
た
証
拠
が
明
ら

か
に
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

　
46
億
年
の
地
球
の
歴
史
で

は
、
恐
竜
絶
滅
ま
で
５
回
の

生
物
大
量
絶
滅
が
起
き
た
こ

と
が
分
か
っ
て
い
る
。
こ
の

巨
大
隕
石
の
衝
突
は
、
そ
の

う
ち
４
番
目
の
三
畳
紀
末
の

大
絶
滅
の
引
き
金
に
な
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
佐
藤
上
席

研
究
員
は
考
え
、「
さ
ら
に

研
究
を
深
め
て
い
き
ま
す
。

皆
さ
ん
も
身
の
回
り
に
あ
る

石
が
〝
も
し
か
し
た
ら
隕
石

で
は
？
〞
と
い
う
目
で
見

て
、
地
質
学
と
い
う
分
野
に

興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
た

ら
、
と
思
い
ま
す
」
と
話
し

た
。

岐
阜
に
巨
大
隕
石
衝
突
の
証
拠

●　
佐
藤
上
席
研
究
員　

科
学
未
来
館
で
語
る

て
は
全
米
で
最
も
充
実
し
て

い
る
。
19
の
博
物
館
・
研
究

セ
ン
タ
ー
を
抱
え
る
ス
ミ
ソ

ニ
ア
ン
博
物
館
群
の
１
つ
。

　
今
回
の
展
示
の
実
務
を
担

当
し
た
ｆ
ｕ
Ｒ
ｏ
の
プ
ラ
ン

ナ
ー
、
野
村
緑
主
任
研
究
員

は
「
歴
史
あ
る
素
晴
ら
し
い

建
物
の
中
に
最
先
端
の
ロ
ボ

ッ
ト
と
い
う
ギ
ャ
ッ
プ
が
た

ま
り
ま
せ
ん
」
と
話
し
て
い

る
。

　
東
日
本
大
震
災
と
福
島
第

一
原
発
事
故
で
壊
滅
的
な
被

害
を
受
け
た
福
島
県
浜
通
り

地
域
の
産
業
回
復
を
進
め
る

国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
福
島

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
コ
ー
ス

ト
構
想
」
の
た
め
の
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
が
２
月
３
日
、
い
わ

き
市
で
開
か
れ
、
ｆ
ｕ
Ｒ
ｏ

の
古
田
貴
之
所
長
が
ロ
ボ
ッ

ト
を
テ
ー
マ
に
し
た
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
出

演
。「
技
術
の
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
と
は
何
か
」
を
熱
く
語

っ
た
。

　
２
０
１
１
年
３
月
11
日
の

東
日
本
大
震
災
か
ら
間
も
な

く
８
年
。
福
島
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
・
コ
ー
ス
ト
構
想

で
は
「
廃
炉
」「
エ
ネ
ル
ギ

ー
」「
ロ
ボ
ッ
ト
」「
農
林
水

産
」
が
主
要
な
４
本
柱
と
な

っ
て
い
る
。

　
と
り
わ
け
ロ
ボ
ッ
ト
分
野

で
は
、
世
界
で
も
類
を
見
な

い
陸
海
空
の
ロ
ボ
ッ
ト
の
一

大
研
究
拠
点
「
福
島
ロ
ボ
ッ

ト
テ
ス
ト
フ
ィ
ー
ル
ド
」
を

南
相
馬
市
に
建
設
す
る
計
画

が
進
ん
で
い
る
。

　「
ふ
く
し
ま
ロ
ボ
ッ
ト
未

来
予
想
図
」
と
題
し
た
こ
の

日
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
で
は
、
ロ
ボ
ッ
ト
技
術

の
進
展
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ

れ
る
産
業
振
興
や
生
活
の
変

化
に
つ
い
て
、
４
人
の
専
門

家
が
話
し
合
っ
た
。

　
古
田
所
長
は
災
害
対
応

型
移
動
ロ
ボ
ッ
ト
「
櫻
壱

號
」「
櫻
弐
號
」、
４
つ
の

モ
ー
ド
に
変
形
す
る
「ILY

－A

」、
乗
り
物
と
ロ
ボ
ッ

ト
の
完
全
な
融
合
を
目
指
す

「CanguRo

」
な
ど
、
ｆ
ｕ

Ｒ
ｏ
が
こ
れ
ま
で
に
開
発
し

た
数
々
の
ロ
ボ
ッ
ト
を
紹
介

し
な
が
ら
、
そ
の
間
の
技
術

の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
具
体

的
に
説
明
。

　
さ
ら
に
昨
年
11
月
に
発
表

し
た
、
ｆ
ｕ
Ｒ
ｏ
と
パ
ナ
ソ

ニ
ッ
ク
の
共
同
開
発
に
よ
る

次
世
代
ロ
ボ
ッ
ト
掃
除
機
の

コ
ン
セ
プ
ト
モ
デ
ル
を
紹
介

し
て
、「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

と
は
今
ま
で
世
の
中
に
な
か

っ
た
モ
ノ
を
生
み
だ
す
こ

と
。
重
要
な
の
は
、
そ
れ
が

製
品
と
な
り
、
消
費
者
の
手

に
届
い
て
、
世
の
中
が
変
わ

っ
て
い
く
こ
と
で
す
。
皆
さ

ん
に
と
っ
て
は
『
フ
ク
シ

マ
』
が
世
界
か
ら
注
目
さ
れ

て
い
る
今
こ
そ
チ
ャ
ン
ス
。

『
こ
ん
な
フ
ク
シ
マ
を
つ
く

り
た
い
』
と
技
術
者
に
逆
提

案
し
て
く
だ
さ
い
」
と
、
会

場
に
向
か
っ
て
呼
び
か
け
て

い
た
。

　
　
　
　
＊

　
こ
の
日
、
ｆ
ｕ
Ｒ
ｏ
は

会
場
に
「
櫻
壱
號
」「
櫻
弐

號
」
と
天
井
裏
点
検
ロ
ボ
ッ

ト
「CHERI

」
を
搬
入
、
西

村
健
志
研
究
員
に
よ
る
ロ
ボ

ッ
ト
デ
モ
に
多
く
の
来
場
者

が
関
心
を
寄
せ
て
い
た
。
　

「
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
っ
て
何
？
」

●　
古
田
所
長 

福
島
復
興
シ
ン
ポ
で
語
る

会場に語りかける古田所長

災害対応ロボットの櫻壱號、弐號を紹介

着目した金属元素について説明する
佐藤上席研究員(右端)

CanguRo―「乗れる知能ロボ」

スミソニアンに展示
●　ＮＹ デザイン・ミュージアム内
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昨
秋
、「
暖
冬
に
な
り
そ

う
、
ま
だ
暑
い
く
ら
い
だ
も

の
」
と
、
大
汗
か
き
か
き
、

よ
れ
よ
れ
に
な
り
な
が
ら
花

壇
の
土
を
起
こ
し
た
。
よ
く

発
酵
し
た
腐
葉
土
や
堆
肥
、

燻く
ん

炭た
ん

な
ど
を
混
ぜ
入
れ
、
美

味
し
そ
う
な
、
ふ
っ
か
ふ
か

の
土
を
準
備
し
た
。
次
は
植

え
付
け
。
今
回
の
球
根
は
吟

味
の
上
、
新
潟
と
砺と

波な
み

か
ら

の
お
取
り
寄
せ
し
た
、
粒
ぞ

ろ
い
。
球
根
に
土
を
被
せ
、

後
は
草
取
り
と
、
た
ま
の
潅か

ん

水す
い

だ
け
。

　
立
春
を
過
ぎ
、
雨
水
を
迎

え
た
今
、
陽
光
は
驚
く
ほ
ど

強
く
な
っ
て
い
る
。
予
想
を

裏
切
り
、
厳
し
い
寒
さ
と
な

っ
て
、
花
壇
の
三
色
菫す

み
れ

は
縮

こ
ま
っ
て
い
る
が
、
球
根
た

ち
に
は
そ
れ
が
良
か
っ
た
よ

う
だ
。
風
信
子(

ヒ
ヤ
シ
ン

ス)

が
寒
さ
を
物
と
も
せ
ず

大
き
な
芽
を
出
し
、
鬱う

っ

金こ
ん

香こ
う

(

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ)

も
様
子
見

し
な
が
ら
の
芽
が
い
く
つ
か

出
か
か
っ
て
い
る
。
後
ひ
と

月
で
彩
り
豊
か
な
、
賑に

ぎ

や
か

な
花
園
に
な
る
だ
ろ
う
。

　
そ
の
頃
に
は
多
く
の
若
人

が
学
び
舎
を
後
に
す
る
。
千

葉
工
大
で
の
生
活
で
、
皆
そ

れ
ぞ
れ
に
「
種
」
を
拾
い
集

め
、
大
き
な
種
袋
を
持
っ
て

社
会
に
出
る
。
何
処
で
何
の

種
を
蒔ま

く
の
か
、
ど
ん
な
花

が
咲
く
か
実
が
成
る
か
、
予

想
で
き
な
い
が
、
そ
れ
が
醍だ

い

醐ご

味み

。
百
花
繚

り
ょ
う

乱ら
ん

、
舞
い

踊
る
様
を
想
像
し
て
い
る
。

　
教
育
セ
ン
タ
ー
　

　
　
　
　
　
　
半
沢
　
洋
子

　
今
年
の
冬
は
な
ん
だ
か
お

か
し
い
…
あ
っ
た
か
い
の
？

寒
い
の
？
　
つ
い
最
近
の
天

気
予
報
で
も
「
明
日
は
春
の

暖
か
さ
、
そ
の
先
に
は
冬
の

寒
さ
が
控
え
て
い
ま
す
」

と
。
こ
の
言
葉
通
り
、
こ
こ

津
田
沼
で
も
キ
ャ
ン
パ
ス
一

面
に
雪
が
降
り
積
も
っ
た
。

　
そ
の
日
は
工
業
デ
ザ
イ
ン

学
科･

デ
ザ
イ
ン
科
学
科
創

設
30
周
年
記
念
同
窓
会
が
開

か
れ
、
悪
天
候
に
も
関
わ
ら

ず
約
３
４
０
人
の
同
窓
生

が
本
学
に
集
ま
っ
た
。「
元

気
？
懐
か
し
い
！
」「
先
生

お
変
わ
り
な
く
」
会
場
と
な

っ
た
食
堂
で
は
、
互
い
の
近

況
報
告
を
す
る
者
や
、
懐
か

し
さ
に
思
い
を
馳
せ
る
者
…

か
つ
て
の
『
青
春
』
が
歳
を

重
ね
た
今
、
な
お
色
あ
せ
る

こ
と
な
く
思
い
出
さ
れ
て
い

る
様
子
は
、
端
か
ら
見
て
い

る
私
に
は
悔
し
い
く
ら
い
う

ら
や
ま
し
く
思
え
た
。

　
素
敵
な
余
韻
に
浸
り
な
が

ら
の
キ
ャ
ン
パ
ス
散
策
で
、

同
窓
生
も
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
を
楽
し
ん
で
く
れ
る
の
で

は
？
と
ウ
キ
ウ
キ
し
て
い
た

の
だ
が
…
降
り
積
も
っ
た
雪

で
中
庭
の
光
は
細
々
、
電
飾

の
チ
バ
ニ
ー
も
ぼ
ん
や
り
と

寒
そ
う（
涙
）。「
雪
の
バ
カ

ヤ
ロ
ー
」
と
叫
ぶ
私
の
声
が

闇
に
吸
い
込
ま
れ
て
い
っ
た

の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　
入
試
広
報
課

　
　
　
　
　
　
大
橋
　
慶
子

　
大
雪
の
東
北
の
地
に
て
４

日
間
ほ
ど
過
ご
す
機
会
が
あ

っ
た
。
地
吹
雪
に
さ
ら
さ
れ

な
が
ら
も
か
ろ
う
じ
て
見
え

る
電
信
柱
を
頼
り
に
走
る
車

や
、
ど
さ
り
と
屋
根
か
ら
お

ち
る
雪
を
重
機
で
押
し
や
り

道
ま
で
出
る
た
め
の
道
を
つ

く
る
日
課
な
ど
、
雪
に
慣
れ

な
い
身
で
は
冬
の
生
活
の
過

酷
さ
ば
か
り
に
目
が
い
く
。

　
し
か
し
、
晴
れ
た
朝
に
外

に
出
れ
ば
、
農
閑
期
の
田
畑

を
覆
う
白
い
地
平
と
、
遠
く

か
ら
風
を
お
ろ
す
山
々
の
白

い
連
な
り
と
が
美
し
く
凛り

ん

と

し
た
世
界
を
つ
く
り
だ
し
、

陽
の
光
す
ら
白
銀
色
に
変
え

ら
れ
て
し
ま
っ
た
か
の
よ
う

で
、
身
体
も
気
持
ち
も
洗
わ

れ
る
。
そ
ん
な
心
持
ち
を
伝

え
る
と
、「
あ
な
た
の
目
を

通
す
と
、
見
慣
れ
た
景
色
も

新
鮮
に
思
え
る
」
と
傍
ら
の

旅
の
伴
が
言
っ
て
く
れ
る
。

確
か
に
そ
う
か
。
日
々
の
中

で
学
生
の
ふ
と
し
た
振
る
舞

い
や
何
気
な
い
つ
ぶ
や
き
に

は
っ
と
さ
せ
ら
れ
る
の
も
、

そ
の
目
を
通
し
た
彼
ら
彼
女

ら
の
景
色
に
惹ひ

き
つ
け
ら
れ

て
い
る
か
ら
に
違
い
な
い
。

　
研
究
室
と
い
う
、
互
い
に

近
し
い
空
間
の
中
で
も
、
広

い
世
界
を
感
じ
ら
れ
る
の

は
、
互
い
の
目
を
通
し
た
景

色
を
交
換
し
て
い
る
か
ら
だ

ろ
う
。
そ
ん
な
学
生
た
ち

も
、
さ
ら
に
多
様
な
景
色
の

中
へ
。
旅
立
つ
季
節
も
も
う

す
ぐ
。

　
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
学
科

　
　
　
　
　
　
山
崎
　
　
治

発見！ 未来人

しのはらプレスサービス㈱

           設計開発本部機械設計部

谷
や

田
た

川
がわ

 篤
あつ

嗣
し

さん
　2018年、機械サイエンス学科卒

　　在学中の研究テーマは「摩擦杭を

有する構造物の地盤振動応答につい

て」です。卒論発表の予行練習を兼ね

た箱根でのゼミ合宿で、初めはピリピ

リした雰囲気だったのが、練習が終わ

った後、先生と仲間たちとの和気あい

あいとした温泉の気分は格別でした。

　昨年12月に製造部から機械設計部に
異動となり、現在はＣＡＤを使っての

製図や、必要な部品選定の初歩的な部

分を担当しています。一から書いた図

面の設計者の欄に自分の名前が載る

と、完成した喜びとやりがいを感じま

す。

　昨年11月、日刊工業新聞社が新入社
員を対象に募集する「フレッシャーズ

論文コンクール」で努力賞を受賞しま

した。「あすの企業を考える」という

テーマに108社から814編もの応募があ
り、当社からは私ともう１人が入賞し

ました。

　しのはらプレスサービスは、プレス

機械の総合メンテナンスエンジニアリ

ングの企業です。機械の不具合を単に

修理するだけでなく、どんなプレス

も、機械の可能性を最大限まで引き出

すことをモットーにしています。工場

併設の機械関係の職場だけに、先輩社

員には職人肌の方も多いですが、常に

変化に対して前向きに、積極的に挑戦

する社風を全員が誇りにしています。

論文コンクールの賞状を手に

事業内容 プレス機械の点検、修理、プレス用ロボットの開発・製造ほか。
社員189人、平均年齢28歳。千葉工大ＯＢは40人。

所在地 〒273－0016　千葉県船橋市潮見町34－２

　
機
械
工
学
科
・
高
橋
芳
弘

准
教
授
の
研
究
室
の
学
生
３

人
が
他
大
学
生
と
チ
ー
ム
を

組
ん
で
製
作
し
た
介
護
ロ
ボ

ッ
ト
が
１
月
25
日
、
東
京
都

江
東
区
の
Ｔ
Ｏ
Ｃ
有
明
で
開

催
さ
れ
た
「
介
護
ロ
ボ
ッ
ト

全
国
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１

８
」
で
発
表
さ
れ
た
。

　
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
厚
生

労
働
省
の
「
福
祉
用
具
・
介

護
ロ
ボ
ッ
ト
実
用
化
支
援
事

業
」
の
一
環
。
企
業
や
研
究

機
関
な
ど
で
商
品
化
あ
る
い

は
商
品
化
を
予
定
し
て
い
る

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
を
一
堂

に
集
め
た
会
場
に
、
学
生
た

ち
が
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
っ

て
作
っ
た
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
６

例
が
パ
ネ
ル
展
示
さ
れ
た
。

　
参
加
し
た
の
は
関
東
と
関

西
の
国
立
と
私
立
合
わ
せ
て

８
大
学
。
工
学
系
、
看
護
・

介
護
系
、
デ
ザ
イ
ン
な
ど
異

な
る
領
域
の
学
生
た
ち
が
、

認
知
症
▽
歩
行
▽
排
泄
▽
移

乗
▽
記
録
業
務
の
５
分
野
ご

と
に
、
３
〜
５
人
の
チ
ー
ム

を
作
っ
て
挑
戦
し
た
（「
歩

行
」
は
２
チ
ー
ム
）。

　
高
橋
研
究
室
か
ら
参
加
し

た
の
は
、
４
年
生
の
澤
田
大

翔
さ
ん
（
排
泄
）
と
今
井
大

輔
さ
ん
（
移
乗
）、
３
年
生

の
樋
口
有
孝
さ
ん（
歩
行
）。

　
３
人
が
所
属
し
た
チ
ー
ム

の
作
品
は
｜
｜
。

　
◆
澤
田
さ
ん
の
チ
ー
ム

「Bedlet

｜
ト
イ
レ
に
変

形
す
る
ベ
ッ
ド
」（
他
の
参

加
大
学

千
葉
大
、
東
京
医

科
歯
科
大
、
神
奈
川
工
大
、

日
本
大
）

　
◆
今
井
さ
ん
の
チ
ー
ム

「WeBY

」

半
身
ま
ひ
の

被
介
護
者
に
「
１
人
で
歩
け

る
」
と
満
足
感
を
与
え
る
モ

ー
タ
ー
制
御
に
よ
る
歩
行
支

援
シ
ス
テ
ム
（
東
洋
大
、
神

奈
川
工
大
、
日
本
大
）

　
◆
樋
口
さ
ん
の
チ
ー
ム

「
歩
行
時
に
転

ぶ
の
を
防
止
す

る
ヘ
ッ
ド
ホ

ン
型
プ
ロ
ダ

ク
ト
」（
日
本

大
、
神
奈
川
工

大
）

　
各
大
学
の
参

加
学
生
た
ち

は
、
厚
労
省
か

ら
委
嘱
さ
れ
た

Ｎ
Ｔ
Ｔ
デ
ー
タ

経
営
研
究
所
社

員
の
指
導
で
、

昨
年
９
月
半
ば

か
ら
約
３
カ
月

で
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
を
作
り

上
げ
た
。

　
高
橋
准
教
授
は
「
学
生
諸

君
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
非
常

に
有
効
な
試
み
だ
っ
た
と
思

う
」
と
評
価
し
て
い
る
。

８
大
学
合
同
で
介
護
ロ
ボ
作
り

●
　
機
工
・
高
橋
研
の
３
人

フォーラム会場で（左から）高橋准教授、
澤田さん、今井さん、樋口さん

　
理
工
系
学
生
へ
の
技
術
展

示
会
「
テ
ク
サ
ス
（Te-Ex-

Ust

）
２
０
１
９
」
が
２
月
５

日
、
津
田
沼
キ
ャ
ン
パ
ス
で

開
か
れ
た
。

　
主
に
企
業
間
で
取
引
す
る

Ｂ
to
Ｂ
企
業
（Business 

to 
Business

企
業
）
の
高

い
技
術
力
や
企
業
風
土
を
、

学
生
た
ち
に
直
に
知
っ
て
も

ら
お
う
、
と
大
学
職
業
指
導

研
究
会
（
首
都
圏
を
中
心
と

す
る
33
大
学
が
加
盟
）
の
第

４
分
科
会
（
担
当
役
員

福

江
聡
・
本
学
就
職
・
進
路
支

援
部
長
）
が
主
催
。
本
学
で

の
開
催
は
２
回
目
。

　
関
東
都
県
や
静
岡
、
山

梨
、
長
野
、
富
山
、
大
阪
、

兵
庫
の
優
良
モ
ノ
づ
く
り
企

業
と
商
社
な
ど
49
社
が
参

加
。
２
号
館
と
４
号
館
に
開

設
し
た
各
企
業
の
展
示
ブ
ー

ス
に
は
、
本
学
を
は
じ
め
分

科
会
加
盟
大
学
の
多
く
の
学

生
が
訪
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
企

業
の
社
員
の
説
明
に
熱
心
に

耳
を
傾
け
て
い
た
。

　
ま
た
、
基
調
講
演
「
モ
ノ

づ
く
り
の
楽
し
さ
を
知
ろ

う
！
」
▽
実
践
講
座
「
基
本

が
肝
心
！
　
今
日
か
ら
身
に

つ
く
マ
ナ
ー
講
座
」
▽
履
歴

書
と
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト

（
Ｅ
Ｓ
）
の
添
削
会
｜
｜
も

同
時
開
催
さ
れ
た
。

　
基
調
講
演
の
ト
ー
ク
セ
ッ

シ
ョ
ン
で
は
、
本
学
Ｏ
Ｂ
も

多
い
長
野
県
箕
輪
町
の
電
子

部
品
メ
ー
カ
ー
、
Ｋ
Ｏ
Ａ
㈱

人
事
教
育
セ
ン
タ
ー
の
南
部

高
幸
ゼ
ネ
ラ
ル
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
が
「
モ
ノ
づ
く
り
企
業
を

目
指
す
諸
君
は
、
そ
の
企
業

の
製
品
を
見
て
、
エ
ン
ジ
ニ

ア
か
ら
話
を
聞
い
て
、
実
際

に
触
る
こ
と
で
、
そ
の
製
品

に
か
け
る
企
業
の
志
を
感
じ

取
っ
て
ほ
し
い
」
と
語
り
か

け
た
。

◆
「Te-Ex-Ust

」

は 
Technology 

exposition 
for University Student 
of Science

&Technology

の
略
。

ＢtoＢ企業49社が参加
●「テクサス」　津田沼校舎で開催

津田沼校舎４号館に設けられたブース。　右は基調講演の様子


